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　人類が原始時代からはるか後まで，一部の民族では現在まで，火を神聖視し，･とれに悪霊・邪気｡・･

毒などをはらう力があると信じたことは，よく知られたことである。そして一方では人類が大食をﾄし

たことから，必然的に火及びそれがおかれる謔もしくは庖は，家庭もしくは家庭生活04ﾆ1心とな･り，

火・詰（もしくは咀）又はその両者が家そのものを表徴するよ｡うになったごとも，すべて０民族に共

通したととであった。しかしそれらのことを詳しく観察すると，生活状態鴎よって，例良ぱ狩猟民や

遊収民・農耕民などによって丿火に対する観念や，火海よび哨（叉は碓）と家との結びっきの状態な

どはちがっ七いる。逝牧蒙古人において，それがど０ようであったかを見るのがこ０稿０日的であ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツ

　　　　　　　　　　　　　　　･1,古代蒙古人の火に對する醜念

　人類が他の動物よりすぐれクごいる点の一つに，大の使用かあることは，いまさらいうま･でもないこ

とであるが，火をつくりだすということは，マッチの発明以前には，相当叱厄介な仕事であった。し

たがうて原始民族(Z)間で火心保存が，家にある人の重要な仕事になうていたことは当然であるが，こ

れに加うるに大規模な山火事や野火の暴威に対する恣怖，野獣類が示す火に対する恐怖にういて０観

察とそ０利用，食生活に対ずる大佐)恩恵などが原因となうて，火を崇拝し，神聖撹しjさらにす１ん

で恵霊・邪気などをはらう力，きよめ乙力を火がもってい名と考えるよ弓になったこ占も，又よく知

られたととであ乙。と０ような観念ぱ火が手軽にりく,られるようになうた今日忙ないでも，多く０民

挑多く｡０土地に残存しｔいる６

　古く蒙古高原に遊牧した民族においても,゛火を神聖視し，悪霊・邪気をはらい，きよめる力がある

と考えていたことにはかわり昧なか９た。それが初めて文献煕見られたのは突匯０ときである６東ロ

　　　　　　曳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　　　　　　　　　ａ
－マから派遣されて５６９年に突獣ｏ王庭におもむいたゼマルう｡スZemai-chusの奉使行についてｏ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(１)
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メナンデルMenander Proteclorの記したところは，アジア遊牧民のいろいろの習慣をはじめてヨ

ーロッパに伝えたものとして著名であるが，その中で，一行が突厭人の領土であったソダド人０も･と

にっいたときのことをメナンデルは次のように伝え七いる。

　　それより彼ら〔突厭人〕は荷物０上で鈴をならし，かっ一種の太鼓をうちならしはじめた。そＯ

　　間，他のも０は，パチパチと焔をあげてもえる香０ある木の葉を手にもってそ０まわり゛を走りま

　　わり，狂人０ようにかけまわり，悪霊を訃いはらうか０ような身ぶりをする。彼ら０考えでは，

　　これは悪霊調伏の行為なのだが，その間，彼らは･なおゼマルコスをして人０中を通らせ，彼らも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（註1）　　同様にすることによって，浄化を達成したと考えたようである。　　　　　　　　／

　すなわち突厭人の間では火を単に神聖視することから進んで，火に悪霊を調伏したり，けがれをき

よめたりする力があると信じていた０である。このような観念が12111:紀末に勃興し六=蒙古民族の間に

もあったことは，当時ヨーロッパから蒙古を訪問した人々の観察によっても明かである。

　古代蒙古人が火を神聖視した事例にっいては，カルピ＝　Piano Carpini　が最もよく伝えている

ようである。彼ぱ善行悪行ということにっいては，彼ら〔蒙古人〕ｏ閥には法は存在しないヽｶｷ註あ

れでも先祖から伝えられたある種の伝統がある。それはある種の行為を悪い行為と断定するもｏだ”

として彼らｏ考える¨悪い行為”０数々をあげているが，そのうちに，

　　一つは小刀を大の中にっっこむことや，どんな方法ででも小刀を火にふれること，または大のそ

　　ばで斧で木を切ること。これは彼らの考えによると，こうすれば焔の先が切りとられるからだ。。

という箇条がある。‘･焔の先が切りとられる”という文は，町」ヽ刀を大０中にいれることや，どんな

方法ででも小刀を火にふれるこど’にかぺるものであろうが，小刀を大の中にいれたり，ふれたりす

ることも，火のそばで斧で木を切ることも，火を消すおそれがあるというほかに，火を神聖視してい

るからこそ｡こ０ような行為が罪悪とされているのだと考えてよいようである。

　さらにチｙギス・ノヽン０大ヤサの一条のうちには，

　　彼〔チンギス・ハン〕は，その同僚以上に食う｡こと，炊事の火及び食物をもる皿をまたぐことを

　　　　　　（註3）　　禁じたり。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥，

とある。炊事０火とは帳幕０中０仙にある大であり，これが神聖視されたことは明かである。

　以上雌火を単に神聖なも０と考えた事例であるが，進んで当時０蒙古人が，火に悪霊・邪気・毒な

どをはらう力があると信じていた事例をあげよう。

・まずフラノ・カルピエは旅行記中で，バトゥ０宿営に到著したとき０ことをのべて，

　　宿営に到著すると，彼らのいるところから一里もはなれた地点に天幕をはれという命令をうけ，

　　なおその£，宮廷を訪間する前，二つ０燃える大の間を通りぬけよといわれたが，これは最初私

　　０方で拒絶した。が，彼らぱ‘何も心配することはない。一穴Sご敵意をもっｔいるかどうか，ある

　　いは何か毒０ようなも０亡ももっていはしないかと思って通らせる０だ。火０間を通れば,‘そん

　　な毒がなくなる”という。それで私たちぱ‘そんなら仕方がない。疑われる心はいやだから，火

　　　　　　　　　　。　　　　（註4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　の間を通りぬけよう”と答えた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２）
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とのべ，カルピ1=の同行者ベネディクトくBenediclもこのときのことを，

・贈物を求める０で，海狸の毛皮40枚と雛の毛皮80枚をあたえようとすると,。彼ら,ぱ‘それをもっ

　て二つの火０間を通れ”といった。二人はそ０通りにした。外国使臣やそむ贈物を犬できよめる

のは彼らの習慣な０である6

,!=のべている。さらにカルピエは，蒙古人のこ｡０習慣について,。次のようにヽまとめてのべている。

　　彼らは何でふ火によつてきよめられると信じている。それで大使や諸侯その他０人々がやつてく

ると，彼らと彼らのもつてきた贈物とは，きよめられるために火の間を通過しなければな'ら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(註6)
　い。そうレないと，彼ら昧魔物にとりつかれるか，悪いことや害毒をも力=らすからである。

憲宗の即位当時蒙古にきたルブルクは同じような習慣を次のようにつたえている6

な

　　宮廷にもちこまれるものは何でも火と火との間を通らせ，その際，係りのものがその中の少量七

　゜とります,。それから叉死人があったときにも，その寝床を火と火との間にもって行って，灸って

　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ　　　　　　　　　　　　ｊ　　ｌ･　　　●　　きよめます。誰であろうと，人が死ぬと，その持物を火できよめるまでは，他人の手にふれさせ

　　ない０です。私はこ０風習をさきに鳶話しました夫人が死んだときに親しぐ見ました。僧アッド

　　リューｊ一行は火と大と０閥を通らされたそうですが，これには二つ０理由があったと思います。

　　ひとっは彼らが贈物をもっていたこと，ひとっはをの贈物がすでに死んだグユク・ハｙ（定宗）

　　にも･たらされたも０であったことです。私は火０間を通りませんでした。それは贈物を何ももっ

　　　　　　　　　　　　　（註7）　　　　゛－
　　ていなかったからです。　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　ｉ●　　　　●●

　ルブルクは又蒙古でメッツ生れ０女からきいた話としで，次のようなことを伝えている。ヽ

　　こ０メ･ツツ０女はキ｡リスト教徒だった皇后〔憲宗ムン.ｙＯ〕｡にっかえていたのだが，あるときそ

　　０オルドゥ〔帳殿〕に高価な毛皮が何枚かなくられたｐで，例の如く占者がそれをたすさえて火

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（註8）　　の間を通り，少々余計に分け前０毛皮をとった。゛　　　　　　　ス　犬　　　　①

　カルピ＝とルブルタとを比較すると，‘贈物は必ず火と火との間を通過させられて清められ，この習

慣雌使臣自体を対象としたも０マはないごとがわかる。贈物をもたぬルブルクは大０間を通過させら

れなかった。しかし現実的には，贈物をもたすに蒙古大帝国の支配者むもとへ来るものは殆んどなか

った０で，使臣は殆んどすべて贈物をもったま主，大の問を通過させられたのである。蒙古大の考え

によれば，このようにして贈物０中にひそんでいるかも知れぬ悪霊・邪気・毒が除去された０であ

る。　　　　　　　－　　　　　　　　　　●。

　以上０ように蒙古人は，耶霊・,邪気・毒などを除去する力が火にあると考えたが，さらに死者によ，

るけがれ，邪気などをはらう力をももっと考えていたことは，このルブルタ０文中に｡“死人があった

ときにも，その寝床を火０間にもって行って戈って清めます。誰であろうが，人が死ぬと，そ０もち

物を火で清めるまでは，他０人０手にふれさせない（Z）でずとあることでわかる,。ド７ソッば蒙古人

の葬式について　　　　　　　　　　　∧　゛-“　　　　　　　　　　　　　　　　一‥‥　‥　:”

　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゝ　　　　　　　　゛　　　　　　’　　墳墓（Zﾆ）側において生前の愛馬を盛装せしめTてﾆ犠牲に供し，かっ家財弓矢を墓前にっらね，故人を

　　　して他界において使用するをえしめんとす。こ０儀式に与れるものは，二箇処に火をたきてそＯ

　　　間を通過し，故人０小屋ならびにそ０一切０所有物をきよめ;　しかして後i故人ｐ記念としｔ斎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（｡3･）●
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　　　　　　(註9)
　　を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゛

とに)べているが，こＸに儀式にあすかったもの及び故人の小屋とその一切の所有物が火の間を通らさ

れ，きよめられるの核，それらが死者と接触したためにけがれ，そのけがれをはらうためであると考

えられる。即ちぐｘでは人もきよめ０対象となっているが，それゆ死者と接触してけがれたためであ

り，前述０外国使臣が何ら火によるきよめをうけない０とは決して矛盾しない。，

　火は悪霊・邪気・毒などをはらう力があるばかりでなく，悪い行為もしくはそれによって生すべき

魯思七のぞく力があると信ぜられていた。カルピエは蒙古人の考える悪い行為について，

　　馬に使う鞭にすがること(彼らは拍原を使わない０だj)，鞭で矢にさわること，若い鳥を捕えた

　　り，殺したりすること，手綱で馬を打つこと，骨の上で骨をたたきこわすこと，乳その他の飲み

　　物ならびに食物を地上にこぼすこと，天幕０中で放尿,をすることなどであるが，これが故意にな

　　されたときには，そのも０は死に処せられ，故意でなかったときには，占者に莫大な金額をはぢ

　　ってこれらを潜め，かっ天幕やこれらのもの企部を二つの火の間を通過させてもらわなければな

　　　　　(註10)
　　らない。

と○べている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

　火で盛霊・邪気・毒・いろいろのけがれなどをはらＶヽきよめるときの光景にっいでは，カルピエが

次０ようにｐぺてい恥Z)で大休明かである。

　　彼らは二つ０火をもやし，そぼに二本の槍をさし，その槍の先に紐をはり，それに布片をぶら下

　　げる。きよめられるも０は人であれ，家畜・天幕であれ，皆この二つの火の間，布片をたれた紐

　　の下を通らねばならぬ。その両側には女が一人ずつ立っでいて，呪文をどなえながら水を士く。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(註11)
　　もしそ０とき車がこわれたり，車から落ちたものがあれば，それは占者０所有となる。

　火できよめるとき０状景をえがいた記録はこれ以外には見あたらないが，カルピーの記録である以

上，当時蒙古人０いたところではどこでも大体同様に行われたものと想像される。

　こ０儀式をとり行うものにっいては，ルブルクは，彼が火０間を通過せすにすんだことをのべたと

ころでは，“火０そぼを通るときi動物がたなれたり，品物が翁ちたりすると，それは係り０もＯＯ所
　　　　　　　　　　　(註12)　　　　　　　　・　　　　，
有物となってしまいます。"といって，単に係り０ものといっているだけであるが，前掲０彼がメヅ

ツ生れ０女から吝いた話ｐ中では･占者といい，カルピ＝は，前掲の引用文のなかに書かれているよう

に，同じく占者といっている。こ０占者なるものがシャマンであったことは疑いなく，これらシャマ‘

ｙＯ当時における活躍ぶりは，すでに知られている｡ところである。即ちμ０ような儀式の主宰者が，

すでに職業的なシャマンとなっていたことは注意すべきであろう。

　なお奇妙なことは，以上のような火を神聖視することや，火にきよめる力ありとする習慣が，全然

中国側の文献に見あたらないととである。中国人が注意しなかったのか，それともそ０ような経験を。

しなかったのか，いすれかであろうが，経験しなかったとは考えられないから，恐らく経験しながら･

注意せす，記録にもどｙめなかった０ではあるまいか。さすれば匈奴そ０他，中国む北方辺境にあっ

た遊牧民族眼洽いでも，以上のべたような習俗がなかったとはいいきれないであろう。否むしろ，あ

つたと考えた方が妥当な０ではあるまいか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(４)
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2,現代願古人の火に對する観念

　古代蒙古人に見られる火を神聖視す乙観念や，火に悪霊・邪気・毒その他，悪行及びこれによつｔ

生す名害悪などをはらい，の£き，なおす力があるとする考えが，その後いかに発展もしく･は亥化し

たか,･これについて０資料はほとんどないが，現代においてはどうか。ラマ・カルサンや･ゴヽンボこ４フ

は･カルt°=が伝えた古代蒙古の慣習お･よび迷信を研究して，・　　　　　　　　　　　　＼
　｀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（註13）

　　蒙古人が罪あることと考えた数々の行為は殆んど全部今日におヽいても同様眼考えられている。

と○べている。

｡｡　内蒙古ウランチャフフ盟ノヽルハ右翼旗で私の見聞したところでは，火の中へ小刀などをつつこむと

か，仙の火をまたぐことは禁ぜられてなり，・たしかに火を神聖なもｏと考えてはいるが，悪霊・邪

・気・毒そｏ他をきよめるため’や，けがれなどをきよめるために火を用いることは行われていない。さ

　らに蒙古にあることao年，スウ，･ン・ヘディンの数回の探検旅行や米国博物館自･然科学部の中央アジア

｀探検に参加したラルソッ・Ｆ． Ａ．Larsonは，“行儀のよい客は蒙古では火の上へ足をか盲すという

ようなととはしない。そんなことをすれぼ，その家の竃〔仙〕を

はまた，わが西欧で他人の顔へ唾を吐きつけ,ると同じなのである

火が神聖視されていることがわかる。－　　　　　　。，

る･ことＫなるのである。それ

べて分り，蒙古人一般ｐ間鴎

　これ以外の蒙古人の火に関する慣習'ｒついての記録は非常に少い。このような少い記録のうち，最，

も重要なのはポタ，ニンの調査である。彼はこ０習慣について，

　１，トルゴート人やハルハ人の迷信に従えぼ，次のことは罪業である。即ち………包丁を火０中につブ

　　　　　　(註15)
　　きいれること。･････｡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（註16）

　2，キルギズ人〔西北犀古にすむ〕はいう。火より偉大なも０はない・

などをあげているが，さらに彼はバ‘拝火の行事”を次のように紹介している。

　　薩古人の語るところによれば，拝火という行事は年に一回，秋にこれを行う。その目的のため

　　に，天幕の主人はラマを招待し，そして羊の胸部の肉オブチ４と｡腸の脂肪質セメンとをとり，

　　そｏ束ｐ中にノハイ・ウ４ビュス又はキラガナ(Stipa capillata)‘という草をつめて，これをく

　　るくると渦巻型に格き，こｏ捲Ｖヽたものを，天幕の中（z:）火０上にたててある五徳（四脚j）ｏ上に

　　おくのである。火にかけた肉が聚られる間に，主人の妻は脂のはいった杓子を火の上にかざして

　　もっている。するとラマが祈祷ガルイン＝スドゥル　galyn-sudur,・文字通りにいえぱ火に関す

　　る木をよみあげる。゛そ０間に臨席している人々や，子供たちがみなぜフーラ，ツーラkhura!二

　　khura!　とさけびながら脂を火にかけるのである。この叫び声は，蒙古民衆の意見によれば，タ

　　ッダート語で，来い，来い，という意味である。火を崇拝するもう一つ０儀式はタル4グｉブブ

　　チ即ちタル4グを取る，というのである。これも同じく秋にもよお･される。主婦は羊０前足ハ,。

　■　シャッ・チ４ムクkha,sa]バumiikと胃･ダデ｀47ヽge郎ぺび尾･゛― ;u sel ｡を皿にもる。す

　　べてこれはラマｏ祈によって清められ，ブルハｙｏ前の祭壇に三日聞あげておかれる。が，殺し

　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　（５）
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　　　た羊ｏ残りの肉はたべてしまうのである。祈りをとなえているHIIに臨席者は手に手に種々のチー

　　　ズ，即ちビスルイフ，アリダ及びフルートをもって文えている。ラマｏ祈りが終ったとき，臨席

　　　者はみな，空気中でチーズをふりながら，フーラ，フーラ，又はフーレイ，フーレイ, khurei!

　　　　　　　　　　　　(註17)　　　khurei!と叫ぶｏである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

　　ポター＝・ンｏ紹介した以上二つの拝大の行事にはラマ僧が主役を波じているが，蒙古民族ｏ間への

　ラマ教伝幡以前には，恐らくシャマンが主役を演じたもｏと考えられる。さらにポター－ンはこｏよ

ヽうな習慣の存在を西北蒙古にねヽいて知ったｏであり，これが蒙古一般において行われたと考えること

　政できない。

　　以上のように西北蒙古においては火を神聖視し，また神聖視して拝する行事が訃こなわれている

　が，この地方に残存するシャマンたちも，まじないをするにあたって火を盛んにもやした。たとえぼ

ポﾀｰにi・ンの記すところによれば，コブド０シャマとは，まじたいをはじめる前に“燎火の中に杜松

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（註18）の実をふりまいて，仏像０まつつてあ｡る祈祷所０夜燈をたいた。”彼がジッジリクで見たナイドゥ４

夕というタンタ・ウりン・ヽイの女シャマンは，まじないをする前から終るまで，間断なく助手たる゛

母親に，謔０火０中へ杜松０実をなげいれさせ，さらに帳幕(Z)前におかれた，神にささげられた馬の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(註19)鼻０前でも，三脚台０上で杜榔Z)実がもされていた。‥ナイドゥイク０まじないの場合にははっきりし

ないが，コブドのシャマこ／の場合の燎火は，獣認をもやしてしかも０ではないらしい。このようなシ

ャ･マン０まじないにおいて火を用いていたどとは非常に古くからあったことで，それがいまだに残存

しているも０，又一方から見れぼ，シャマンは自己のまじないを権威ずけるために，一般人が神聖視

した火をもやしたと考えるべきであ'る。

　これらポターニンの伝えたところによって，西北蒙古人が火を神聖視したこと，叉シャマｙがこの

神聖視した火を利用したことが明かとなるが，これと同じ行事，シャマッ０まじないは見られないに

せよ，少くとも火を神聖視することは，蒙古高原仝休にひろまっていると見るべきではなかろうか。

さちに現在蒙古各地にはラマ教が普及し，シャマンの姿は次第に見られなくなっているとはいえ，ラ･

マ教の伝播以前に蒙古各地に見られたシャマンはいずれも火を用い衣=ことは疑いない。例えぼ前掲Ｏ

拝大の行事のごときも，現在はラマの手によって行われているれ過去に鳶いては必ずやシャマッＯ

手によって行われていたにちがいない０である。　　　　　　‘

　現代の蒙古民族０間に火を神聖視する観念(Z)あることは確実であるが，火に悪霊・邪気・害毒・悪

い行為などをきよめる力があるとする観念０存在は，奇妙なことに文献忙あらわれない。しいてあげ

れぼ，ポターニン０伝える次０記事位のも･０である。　　　　　ｊｌ　　ｌ ・　　　　　・　　ｉ

　　・ヽルハ人が家畜を売りさばくときには，次０ような習慣がまもしられる。即ち，主人ぽ売却された

　　羊なり，牛なり，馬なりから毛をーかたまりむしりとって，売らるべき家畜の唇０下へそっと押

　　しこんで，それを唾液でぬらし，モ０後でと０毛のかたまりを火中に投するのである。このこと

　　は蒙古語でキシク，即ち幸則と名ずけられ，家畜０幸則を取る，マル4ン・キシク・オムナ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(註20)　　malyn ki§ik Omjia といわれている。　　　　　　　　　　　　∧

　　　　　　　　　　　　　　'　　　　　　( 6 )
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　　幸凧を取るという言葉は，売られ行く家畜が家の幸則をもち去るねそれがあるため，その幸則をも

　ちさられないように，との意味０ようにも解されるが，蒙古人０この解釈は恐らく誤りで，売られて

　行く家畜０幸扁どい０つたも０ではなかろうか。古代蒙古では悪霊・'邪気・毒などをはらう力を火が

　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　ヌ　　●

　もっと信ぜられた事実があることから見て，売られ行く家畜の肉体の一部を火に投する･ことによって

　(肉休０一部をさらに唾液にっけた０は，念をいれるためであろう)，この家畜から悪霊・邪気など

　をはらい，幸則を祈ったのではあるまいか。日本では今でも家を出て行く人の安全をいのって切り火

　をする習慣がかなり広く０こっているが，これと同じ意味のも０ではあるまいか。こ(Z)考えが正しい

　ならぼ，この習慣は火に悪霊・邪気・毒などをはらう力があるとする考えの名ご｀りであり，しかも悪

　霊・邪気・毒などをはらう力がある･という考えから，幸則にする力があると０考えに発展したこをを

　示しているものである。しかし悪霊・邪気・毒などをはらう力が火にあるとす苓観念の存在をしめす

　記録のないのは残念であるが，これはおヽそらくラマ教の普及叱よって消失してしまった０であろう。

　マルタン。･ノヽン時代に内蒙古に伝えられたラマ教は，迅速に全蒙古にぴろま,つたが，その当然の結果

，としてシ７ニズｊヽは影力禎すくな･り，従来シャ，ンによって：とり行われていたいろいろの行事は，

　代ってラマがとり行うようになり，ラマ教的な観念から不合理と見られた慣習・行事は姿を消さざる

　をえなかったはずである。ポターニン０記録した拝火０行事をとり行うのにラ｡マがあたっているの

　は，ラーマがシャ゛マンに代った例であると考えられ右が，カルピュやルブルクなどの記録した，火に悪

　霊・邪気・毒などをはらう力のあることを示す儀式または儀式類似のことは，いずれもラマによる祈

　ｌ　　　　　　　゛　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｒ　　　　　　　　・　祷にとって代られ，そして消滅してしまった０ではある圭いか。ポタ一二ッが記録した家畜０幸則を

　祈るために火中に家畜の肉休０一部を投することなどは，わすかに滅亡をまぬがれた慣習０一つでは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　・　　　　　　　　　||　　　　　・　●　　　　　　１　なかろうかと考えられる。　　　　　　　　　　＼

　｀火に悪霊・邪気・毒などをはらう力があるとする観念がラマ教の普及によって大部分滅ぼされたに

　かかねらず，それよりももっと原始的な，火を神聖視する観念のみがいまだにっSrいているのは，そ

　れがラマ教０信仰とさして矛盾しなかったからであるさとは勿諭であるが，更屁別な原因も考えられ

　るｏそれは燃料によるも０である。　　　　　　　　　｀　　　　　　。'

／蒙古民族が燃料としてもちいるのはアルガリヽargali又はアルガル　argalと称せられる家畜の乾

　燥した糞ｏほか，薪である。犀糞すなわち家畜ｏ糞は馬牛などｏ大家畜ｏ糞を最上とする。,蒙古人は

　大きな脂を背負って草原でこれを採集して用いるが，空気が乾燥している０で，臭気は殆んどない。

　採集しかもｏは屋外に小山ｏようにっみあげて鳶く地方もあり゛(例えば満州蒙古０一部j)，煉瓦型に

　かためてっんでおく地方もあり(ハルハ右翼旗所見j)，さらに仔畜をいれる囲いとして，土塀ｏよう

　にっんだところ(同j)べ)あるらこれを時に応じて使用するが，家畜は濃厚飼料を一切あたえられす，・

　草原に｡自生する草ｏみをたべている０で，アルガリはあまり煙をださすにもえる。薪とすべき樹木(z)

　少い草原にぷヽける最良の燃料といいうるが，もともと草なので，火持ちがわるぐ，すぐたってしま

　う。これを火にくべるときは始終補給しなけれぽならない。

　　薪として用いられる樹木は，蒙古高原が乾燥草原地帯であるため，非常にすくない。北部はシベリ

　７０森林地帯にっらなうて，森林が見られるかに一般忙は水流のあ'る渓谷に少し見られるにすぎな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(７，)･
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vヽ。森林で薪を採集するほか，牧草もはえぬような不･毛地帯に好んではえるオルi･ス（日本ｏ高山地

帯に生するハイマツに似た倭樹j）をもちいることもある。オルiヽスを燃料としで使用するｏはハルハ

右翼旗でも見られたが，森林からきりだした薪を使川する例はクーロン（今心ウラン・ハードル）所

在ｏ官庁および貴族ｏ邸宅でみられる。即ちボズドニ=エエフはその旅行記中において，張家口にむか

うべく，クーロンを出発したぞｏ日ｏ条に，

　　こｘをすぎてトラ河を去る２露里乃至３譚里ｏところに，バガｉモドチンと名ずけらるる一部落

　　散在す。これクー,ロンにある公収,ｃ邸に薪を供給する任務のものの任地なり。彼らはとの薪をト

　　　　　　　　　　　　　　　　　（註21）　　　　　　　　　　　　　　　　　　フ　　ラ河０上流０諸山よりきりがす。

とあり，ついでターロンよ’りウルダン哨所へ向う途中，出発第一日０条に，

　　６時30分イェ・モドチこ／０第一アイルに到著す。イェ・モドチｙは公役としてクーロこ／０官公庁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（註23）　　建物０燃料たる薪材０供給を行う蒙古人０大部落０ことなり。

とある。J. Ｅ. KowalewskJ o蒙露仏辞典によれば, modotchi　には指物帆大工の意をふして

あるが, modon C樹木，材木）を司るもＯＯ意と考えれば, modotchiには薪を司るも０，薪０係’

り，薪０供出者０意昧もでてくるはずで，ポズドユエエフ０いうモドチンは薪ｐ供出者０意と考えて

さしっかえない。バガは小０意，イェは蒙古語iklie: ekhe ｏ誂ったも０と見るべく，大の意であ

る。即ち一つは薪供出者０大部落，一っはそ０同じ小部落となる。従ってクーiロン所在の官庁，官邸

及び貴族の邸宅用にあてるため０薪０供出を，公役としてこ０二部落が負担していたわけでトこれら

の場所では薪が燃料として使われていたことが知られる。

　以上数種の燃料０うち，薪は北部で用いられるだけで，一般的ではなく，オルドスも局部的に利用

しうる０みで，一鰐蒙古人の燃料は大部分獣糞にたよっている。ポズドユニ４エフはクーロッ在住０蒙

古人について，

燃料としては蒙古人はカラ松，時としては樺の薪を用う。されど彼らの殊ｒ消費する燃料は獣糞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(註23)にして，冬季各帳幕ごとに70乃至SO車０獣糞を消費す。

とのべている。クーロンでさえこのように獣糞が燃料として重要な地位をしめている以上，他の一般

蒙古人が獣糞をもちいていると考える０は不当ではなかろう。・ヽルハ右翼旗においても，オルドスよ

りも獣糞０方が蒙古人に支四�

古代蒙古においても，蒙古人が使用した燃料は，現在と同じであつたと見てさしつかえないようで

ある。大休彼ら０現在０燃料を大別すると薪と獣糞とになるが，古代でも恐らく同様で，悪霊・邪

気・毒などをはらう目的には，大きな焔を必要としたろうから，お･そら,く薪が用いられ，炊事には主

として獣糞が月万心ヽられたも０と推察される。古代蒙古人が炊事用に獣糞を用いたことは，宋の鄭思倚

０‘'心史”'雑文０条(Z)大義略叙０中で，蒙古０風俗を０べて，

　　地寒少草木。争収馬糞。曝乾充珊。　　　　　　　　　　　　　　　
●i‘　　　　　　　・

とあることでも知られる。火０使用目的から見れぼ，炊事の火こそ最も原始的であり，かつ重要なも

のと考えられるから，蒙古人０用いる燃料はI第一に獣糞，第二に薪と見て少しもさし９かえなく，そ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(８)
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してそれは古代から今にいたるまでそうであったのであるら　　　‥　　　　　　　　　　　　　･･

ごこのように蒙古人が燃料として好んでもちいている猷糞は火もちが悪いため，薪そ０他０燃料より

ももえっｙけさせるのに厄介である。従ってそ０保存をはかるために精神的には余計に神聖視する結

果をひき鳶こす。一度きえれば，これを鳶こす０は容易でない。他０家に火種をもらいに行くとして

も，隣家は非常に遠い。彼らは薪そ０他，より持統性ある燃料を使用するものよりも，余計に火をた

やさぬようにっとめ，神聖視せざるをえぬ立場にあった０である。ラマ教が普及し，火に偉大な力が

あるとの考えから出た数々０行事，習慣がなくなった後も，マッチ０普及するまでは，火０神聖視と

Ｖヽうことだけが決してほろびはかったのは，以上０ような性質０燃料が用いられて･いたからであろう

と考えられる。

3,火と哺との家に對する関係及びその意義

　原始時代において人類は火を神聖視し，これに悪霊・邪気・毒などをはらう力があると考えたが，

そ０一方，火によって食生活を豊富ならしめ，炊事には必ず火がともなうようになり，かっ火は家Ｏ

中心的存在となって行った。炊事に火をもちいるときには必ず詰又は嘔において用いられ，火と謔も

しくは塩とは不可分のも０となる。この両者は各家庭に必ず存在し，家庭生活０中心となり，やがて

それらに対する崇拝が鳶こなわれるよ゛うになり，神格化されて行く。そ０場合，火０神もしくは仙

　（又は唱）Ｃ神となるが，火と鴻（又は咀）の神というように別々になるとはいえ，そ０一方が他を

没却した０ではなく，こ０場合０大の神は，必ず謔（又は咀）の存在を，また熾（又は価）０神は必

す大の存在を前提としている。この両者０うち，謔（又は竃j）０神の方がはるかに一般的で，中国に

鳶い七も日本においても，現在にいたるまで信仰されていることは周知０ことである。

。このような習俗は遊牧蒙古人０間でも存在している。蒙古人が炊事用０火を衣=くところは詰であっ

て，塩ではない。この謔は帳幕０中央にあり，方形に地面が露出している部分である。周囲には茶椀

類をおくため０低い台が訃かれ，中央に鉄製０四足０五徳様０も０がおかれる。こ０五徳は高さ約１

尺，上下０中間位０ところに火床があり，獣糞がそこでもやされ，上に鍋をかけて炊事をする。ハル

・ヽ右翼旗方面では大体こ（乙）形式が多く見られたが，内外蒙古を通じてこ０ようであるらしい。前にも

引用したチッギス・ハッ０大ヤサｐ一条０うちに;“炊事０大及び食物をもる�０上をまたぐことを

禁じたり”とある０は，当時すでに蒙古人０間に謔おヽよびそこにもやされてIいる火が崇拝されていた

ことを示すも０である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　炊事用０大及び錯（叉は咀j）は家０中心という意味から，すＸんで家そ０も０をあらわすに至る

が，これも蒙古大の間にみられる。たｙし犬は家庭以外０場所にもありうるが，瞎（又は塩）は必

ず家０中にある０で，これ０みで家をあらわす場合が一般に多いが，蒙古人０間ではかな６ずしもそ

うではなかったようである。チンギス・ノヽン時代に家督相続者たる末子を謔０王とよんだ０は，鵠を

もって家をあらわした例であ芯。降って明代０内蒙古０風俗を記した蕭大亨０北虜風俗（夷俗記）匹

配（Z）条によると，結婚に際し，婿が嫁をひきっれて自分の家へかえってくると，嫁は長い紅衣をつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（９）
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け，高帽をいただき，帳幕０中にはいって。

　　婦，羊尾０油三片を持ち，恐に対し三たび叩頭し，即ち油を以て厄に入れ，之を焚く。咀を祭る

　　と異るなし。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

とめべている。羊尾０油を投じた咀とは仙をさしている０であろう。蒙古羊は脂肪尾種で，尾は長く

ないが広く，円形をなし，休０後方をおい,い，その先端は急にほそくなっているが，この尾に多量Ｏ

脂肪を沈澱し，冬季の牧草欠乏にたえられるようになっている。こｐ羊０尾の脂肪は，蒙古人が羊肉

のうち最上０も０として珍重するところであるが，こ０ような脂肪のかたまりを三片も大の中に投す

れば，もちろん火は勢いよく燃えあがる。はじめて婿０家にきた嫁が，その家の詰に三たび叩頭し，

さらに詰０大に脂肪を投じて勢いよくする儀式０意味するところは，詰すなわち家を嫁が盛んにする

ことである。

　別０機会にのべたいと思うが，現在の蒙古人においても，家庭内での婦人の地位はきわめて低く，

嫁をもらうということは労彷力をますことと同じ意味をもっている。･従って嫁は当然婚家の一種０財

産であり，嫁とりは婿０家０財産の増加を意味すろ。また将来子女をあげて，婿の家の労幼力を増加

させるべき運命もしくは義務をになったも０であり，嫁はそれを自覚すべきである6三度叩頭して婿

の家０仙に敬意を表し，詰０大の中に脂肪を投入するのはこのような意味を表徴するも０と考えてよ

かろう。

　北虜風俗に見える結婚ｏ際ｏこの儀式は，現在ハルハ右翼旗に敦いては大分変化してなり，火中に

脂肪を投することは行われていない。昭和上8年10月，こｏ地で我々が家族制度実態調査を行った際，

第四佐（旧タイチ・テイマークj）ｏナチル・ドルチン（当時旗公署ｏ書記j）の供述したところによる，

と，彼自身の結婚式ｏとき，婿にっれられてきた嫁は，婿の家にはいると，両親と親戚とに拝礼を

し，家の火即ち詰ｏ火に拝ﾈLをし，ついで酒宴にはいったという。又第四佐（旧ゴル・スムj）のボド

ジャブベ当時こｏホシュンｏシンヤン・メイレンであった）は自身の経験を語って，婿の家へ到著し

た嫁は仙及び仏壇に拝礼をし，ついで夫ｏ両親，両親の友人，夫ｏ兄弟と知人に拝礼し，これで式を

鳶わったとのべている。また第二佐（旧ヒラ・アイマーク）ｏチョドブリこ／（当時第二佐ｏ佐領）

は，婿ｏ家へはいってきた嫁は，式がはじまると，ますポローハンに拝ﾈLをし，仙の火に向って酒と羊

ｏ肉をそなえ，ついで婿の父母に自分の名をなのってあいさつし，続いて婿ｏ兄弟姉妹にあいさつし

て式が終る，と自分ｏ経験したところを語った。こぺにいうボロハンヘｏ拝礼とは仏壇に拝礼す･るこ

とである。思うにハルハ右翼旗では，結婚の際ｏ儀式では，礼ぶFo璽点は謔から仏壇に移ってなり，

謔ｏ人に脂肪を投入することは行われていない。恐らくラマ教の普及によって，このように仏壇が重

視されるようになったもｏである。しかし錯ｏ礼拝又は墟に酒および羊肉を供することに往時ｏ遺風

がｏこっていることは確実である。

　北虜風俗にしるされたような儀式，また現在ハルハ右翼旗における結婚式の状景などから見て，謔

が家を象徴していることは確実であるが，火と謔とｏ両者をもって家をあらわすこともあったようで

ある。現在・ヽルハ右翼旗０貴族０間では，“ガル　ゴルンク　サｔホ　イヘ　ホブダッ”即ちへ火と

　　　　　　　　　　（註24）鱈とを守る大きい子供”という諺かなこなわれている。大きい子供とは長子をさし，貴族階級の間に

（10）



蒙古人’にお.ける火と咄〔青’木〕

おける長子相続の原則をしめした言葉であるが，こＸでは火と熾との両者によって:家をあらわさせて

いる。

　仙だけで，もしくは火と詰とｂ両者によって家をあらわした喋かに，火だけで家，さらにすＸんで
　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｆ　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｗ

゛族もしぐは部族をあらかしたことも，中世に.はあった．アルタン・トブチには,･　さきにマンドヴゴ

ル・ノヽこ／○第二妃であったマンドゥハイ丿イ／・ノヽトゥン（又はマｙドゥノヽイ・チェチェンj）が，

幼yヽダヤンｙ’?ヽンをもりたてようと,ヽ征戦.中に，チンギ,ス,・ハン０弟カクサルり後裔.たる＝リレチこ／部

のメヤこ／・.ボ？ト王（蒙古源流にはウネ・ボラ.ト王と見えるjが彼女に結婚を中しこんだが，．そのと

き０彼９言葉は，小林高四郎氏０同書０訳“蒙古黄金史”によると，．，　　　　　　　＼・

　丿’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（註25）

　　　あなた０塩を守り，あなた０遊牧地を差配しましよう．　　　　　　　．’　ご

であったという．しかしこの訳文は小林氏０註によると，“原文は／汝の火を撃ち，汝の遊牧地を支

■　●　１　　１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．１　　　　　　　　　　　●　　，ｒ　●　●　　　-ｉ　　　●

配してやろう;’.とあるが，ウラヂミルツォフ教授によ.つて本文のように訂正しだ,という．小林氏Ｏ

よったウラヂミルツォフ０蒙古社会制度史には，

≒・タネ・ボラト王Une-Bolod-ongは寓意的にこう言っている。
gal-i ci叩･sakりｕ OgSiJ,皿tag-i

　　　　　　　　　グ　　　　　　　　　　　　　　　　　　゛｀”(註26)　　　　　。

cinu jig a ill･6gSlv-,>"ぁなた,の咀を守り，あなたｏ遊牧地を乖叫し４しよ｡う６”‥‥‥‥

とあ'り',トこれに註しｔ，ア゛ルタシ（トズヂ9 !J 頁によったこと。ゴンボエフ版では原文が間違りて荷

に北京版で右同じことである仏痢者の誤謬０部分は一致し七かないことを(Zﾆ)べている6原文ぴど　・

こがちがづ七ｙるｏか知らないが,･蒙古語如1を'匯と訳すｏ憾，結局それが家を現わす,ことにねヽい

七は同じだとはら｡え，誤りで, galは決し１:胞も

氾ケルｊン・トブチを含んでいるが/藤岡勝二信±０その対訳木(と)これと同ピ箇処‘をみもといロー，

学転写七ほ　レ　　ゲ‥‥‥　　‥　犬’・　，’　　　　　　　　　　　　　　　　｀●へ

　: gal iﾌﾞcJau collりW) nuluk i cinu jigぺju iigsli,　｀　　　　　　　　　　　　　　　　’‘　　’・　ダ’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヌトウク　．●　　（註27）
であり，邦訳ぱ我０火をうちて,汝０諾図克を指せ”であるご藤岡博±０如く. galはそ０まｋ火

と訳すべきで，ウラヂミルツォフ０如く，ことさらに瓢と訳す必要はあるまい．　　　　･j

　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　●　こ（Z）ノヤン・ポラト王０言葉は求婚０言葉で，マンドゥノヽイ・サイｙ・ハトゥこ／が当時もっていた

　　　　　４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･●　　　　　●●．
家と牧地とを自己０も０としようということによって結婚することを示したｔＯであり，当時家を火

であら’わす言い方，したがってそういう考え方０あったことを示している．

　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ノクトブノゝ　　　･●　　　，
　アルタン・トブチにはタイツふン・ノ｀ヽｙ　（岱総汗j）即ち明側０史料に見え.る脱々不花王をそ０弟ア

　●　イ　・″.p.●　　毎　　　　●　　　●　・　　　　　．　　　゜Φ　　　　　　Ｉ　　　　　　’　　Φ　１
ｊバルジとオイ.ラード部人とが共謀し七殺したｏち，オイラート部人はさらにこｏアガバルジ・ジノ

ンを殺そうと，他（Z）諸侯と相談したとき，ジノｙを非難して，゛

　　　自分の部族０ことを思わなかったも０が，　　　　　　　　　　　　　　　　　　・‥

　　　我が部族-〔オイjラクてト〕.０ことを考えるだろうか／　，　　　．．．　一才

　　　自分ｐ国を思わなかったものが，　　　　．　　　　　　　　　・　　ダ　　　　　．　，．，

．　われわれ０国０こと.を考えるだろうか／　　　　　犬　　　　　　　　　　　　，．　　　　．．
　　　　　　　　　　　　　●　’／　．．●　ｆ　　　　●　　　　　’゛　　　　　　Ｉ　　　　　　　　．･＼・　　　：，・

　　　自分０名を思わなかったものが，　‥　　　・　　一　　　　　　　　　　　　一　･，．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｕ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
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われら○名を考え芯だろうか／

自分(Ｄ火に水を入れた０だ。われらの火に脂を入れた０だ。

　　　　　　　　　　　　　　　(註28)これは誰にいいジノンだろうか。

といったという。‘'われらの火･Ｋ脂を入れたのだ”とはアガバルジ・ジノこごが兄タイツォｙ・ハンを

殺し。北元すなわち明側でいう鞘組部の勢力を衰えさせ，もってその敵手たるオイラート部を興隆さ

せたことを意味する。したがっで‘われらの火”０火はオイラート部をさすも０である。'又･‘自分Ｏ

火に水を入れたのだ”とは，アガバルジ・ジノンが北元０勢力を衰えさせたことを意味し，この火は

北元すなわち鞭軽部を意味する。従ってこ０オイラート人０言葉にみえる火とは部・部族・ウルス

　(邦)をあらわしている。

　以上二つの例に見られるように，火は家のみヽならす，ひろく部・部族・ウルスをもあらわしたこと

のある０が知られるが，これら０火は鯖の中心でもえている火，即ち炊事に用いられる火をさしたこ

とは明かで，錯と不可分０関係にあるも０である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二

　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　Ｉ　畢　仙鳶よびそこにもやされる火が家を表徴することを最も朋確に示すのは，分家の際に火を分ける習

俗０存在することである。昭和18年秋及び19年秋の二回にわたって，。・ヽルハ右翼旗で義々はこ０ホシ

こ・ン０遊牧蒙古人０間に次のような習慣０あることを知り'えた。貴族たると平民たるとを問わす，こ

の゜ホシュン０蒙古人は，そ０すでに結婚した息子を分家させるにあたっては，新しい帳幕と家財道

具，家畜などを分与するが，分家の当日には，さして儀式ぱったやりかたではないが，本家から分家

へ錯の火を分ける。一定の資格をそなえたも０が，本家０帳幕０中央の謔０五徳０中にもえている火７

をとり，新しい鉄製の五徳に入れて分家へ持参し，その帳幕０熾の中央にお･く０である。燃料は獣糞

で消えやすいから，分家が遣い場合には途中で補給しなければならない。火０持参者０贅格は，分家

の家長０合い性０ものときめられている。合い性とは十二支ｐ組合せで，次ＯＩうなも０である。

　　分家０家長０生れ年　　　　大の持参者０生れ年

　　　　子　　　歳　　　　　　　辰歳及び申歳‥

　　　　丑　　　歳　　　　　　　巳歳及び酉歳　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　寅　　　歳　　　　　　　午歳及び戌歳　　　　　　　　。

　　　　卯　　　歳　　　　　　未歳及び亥歳

　　　　(以下循逞)‘　　　　　　　(以下循湿)

　こ０合い性は結婚０際，養子緑組０際などでも同じである。分家０場合には，合い性さえよけれ

ば，年齢にも性別にも関係なく，子供でlも大人でも老人でもかまわす，他０佐のも０でも‘かまわな

いｏたSごし両親の家族や分家０家族はたとえ合い性がよくても，姿格はない。そして持参者は単独で

もって行くことになっている。

，我々が，分家０際に錯０火を分ける習↑貫０実在を確認したのは，こ０・ヽルハ右翼旗だけで，他０地

域でどうであるかを調査できなかった(Z)は遺憾であるが，こ０ような習慣が他の民族０間にも往時ひ・

ろく存在していたことは周知０ことであ!)，詳細に調査すれぽ，おそらく他０地域０蒙古人０間に

も，その存在が認められる(Z)ではなかろうか。他方こ０ような習慣の起源が非常に古いととを考之れ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(12)



蒙･古んにおけ･る･火･と捕（悍･,木）

　ぱ，中世，古代･を通じて輦古人の聞にひろく行われてＶヽた＆考え,るｐは不当ではあるまい９中世や古

　代０蒙古人ｐ生活（関する諸文献０うちには。このような習慣の存在を直接証拠だてる記録は見つ

　カ怖ないが7存在したものと考えられる。チンギス・－ヽｙ時代に家督相鱗者秀る末子をpdcjgin,

　odjigia即ぢ娘ｏ王’｀又はejen即ぢ家ｏ言’と称しかことは，間揖ながらそｏような習↑卵

　存在を叱おわせている。　　　＞　　　　　　　　　　　　　▽　　　　　　　　　　　　●’

　　七ヽは分家ｏ際にこのように個０火を分けるというｏはどのよう友意味をあらわすものであろうかぷ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｔ　　　　　　　●　　　　　　　　　　　Ｉ　　　●　現雇ノヘフレノヘ右翼旗に鳶いては，貴族階級は長子相統制をとり，平民階級に鳶いては末子相続制をとっ

‘て｡い｡る６そＯyヽすれ０場合においても分家して行く息子が本家から分与される財産０種類は一定してプ

　いる。その主要なものは帳幕及びその中に含まれる家財道具，家畜などである。貴族の場合には奴隷

　ｄ分与されることもあるが，現在はあまり見られない。このとき与えられる帳幕や家財道具は原則七

　して新調０もｐで，新調０も０を与える経済的余裕０ないとき，両親の家にそれら０もの０余分があ

　ったときなどには，使い古し０ものの与えられることも･ある。なお分家０謔を形成す芯五徳はこ０家

　財道具０うちに含まれ，これも新調を原則とする。家督を相続する長子または末子の相続する財産

　は/前家長０用いていた帳幕およびそ０中に収容されている刻詞･道具，家畜類であり，前家長０用い

　ていた詰もまた彼ｏレ）となる。前家長ピ新家長ｏ実母以外に数大の夫人があれば，それも新家長

　が相続する（婦人は家庭内で大きな労他力をもち，かっ一種０財産とみなされている2）。貴族の阻で

　は奴隷も相続される。以上はハルハ右翼旗の現在の状態であるが，これは他９蒙古人にっいてもいえ

　ることであるのみならす，古くチンギス・ハン時代においても大休同様であったらしい。たゞ現在家

督相統者は父０仏壇を相続するが，これはラマ教の普及以後にあらわれてきた現象である。

　　分家０際，独立する息子が本家から分けられるのは，父０謔ではなく,‘そｐ上にもられている火Ｏ

　一部０みである。父０諸は家督相続者に伝穴られる。家督相読者が父からうけっぐ個の上にも，やは

　り犬がある。火を分けてもらう分家め設立者のもらう財産は,帳幕およびその内部０家財道具と家畜と

ーである‘から，犬はこれら０もの｡をさすと考えてよい。謔とそ０火をうけっぐ家督相統者は，以上０ほ。

　かには実母以外０父０夫人，仏壇だけをうけっぎ，詰０意味するものは現実的にはこれだけが,Tさし

　て重い意味はないようでもあyる。しかし前にものべたように，悠とはぞ０家を表徴する。表徴的な意

　　ｌ　　　　　　ｊ　　　　　　　●　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　¶　●　味に鳶ける家に附属し，或いは家を構成し，また家と不可分な関係にあ｡るも０を意味するとしなけれ

　ばなら゛ない。換言すれば，謔とは，前家長時代の･‘憧≒という観念をヶくりあげていたも０をさし，

　火とはそｐ観念に附随するも０，それより分離しうるも０とすべ貪である6これを具体的な例にっい

　ていえぼ，仙０意味する右ｐは父（前家長）０使っていたも９すべて（謔・帳幕・家財道具・妻たち・

　仏壇yであり，しかも‘憧”０最少限の構成分子であり，そしてそれ七除けばご家:’の姻含が戌立し

　’なくなるも０である。従？てそこには家畜ははいらないし，もし現在使用してない帳幕や家財道具な

　とか‘あればノそれらも慧０観念０中に含まれない。j火ｐ意味するものは家畜とか，使用しでない帳

　幕・道具類を｡さこﾇﾆほヵ咋，新しい分家を創立するのにそな冬て買いこ希れた帳幕・道昇類ち斗く｛れ
　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　--　　　　ｊ

　る,ことになる。分家０創立者は父０使つているもの吽，こ昨七席から分与されること昧ない・｡それ喘

　燐祀属するからマある。彼が父から分与されるｐは,火ｐ意味するも０謳ゆ父９使用しｸてなyヽも０。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト13 ) ･　　　　　　　　　　　，
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又は彼に分与するためＫ:，多くは家畜と交換してえた1，もしくは家畜を売った金で買いこんだもの及

び家迫類である。家督相読者は前家長たる父の使用していたもの，すなわち父の“家”を構成してい

たもｏすべてをうけっぎ，更に家追類をも得る。仙と火とをうけっぐからである。表面的に見れぼ，

家督相続者の'うけっいだ財産は，分家したものにあたえら'れた財産と，その種類におヽいて大して変り

･はないようであるが，実は非常な相違がある。詰と大の両方をうけっぐものと;火だけをもらうもＯ

'とは表面的には同じような財産をもらうが，精神的内容はちがう。火だけをyもらった分家創立者は，

父０家を構成･しているもの，すなわち詰０意味するものは何も分与されえない６そして齢§相続者が

分家創立者０ように新しい帳幕，新しい家財道具などを父からもらわな,いｐは，そ０必要がない。と

　　　　　　　　　　　　　｜　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。　●"　●

いうよりは，もっと誇るべき，父の使用したも０があるからである６むしろ家舎相統者のうけとる家

畜類にこそ，火０原初的な意義があった０ではあるまいか。分家創立者りうけとる火が家畜０ほ加に

帳幕・家財道具をも含んでいるが，こ０家畜以外のも０は，火０意義０ひろくなったも０というべき

ではなかろうか６これらは家畜と交換によってえられるからである。

　　さ貪に明の鶏大亨の北虜風俗０うちに，結婚に際し，嫁が俗０家に到著するや，。ます羊０尾０油三

　　　－　　　　　ゝ　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　　　　　。　　　　￥　　　　一

片七鴎０火０中に投じて，火勢を強める儀式０みえること，それは仙すなわち家を盛んにする意味で

あること，また嫁を入れることはそ０家０財産の増加を意味することなどを０べたか。以上０ように

謔とそ０火と０意義を考えてくれば，嫁とはこの場合，火０勢を強めるものであり，火中に投じられ

た脂肪こそは嫁を意味するといわなけれぼならない。

　　　　　　　　　　　　　　　　４，古代蒙古の‘’諮の王jl‘　　　　　　　　　s　　　　　　一　　－　　　　・

　　　　　　　゛　‘　S　　　　　　　　　｀　　　％　　　　　　゛゛　　　　　　’゛　　　　　　‘　　　　　　l●

　チｙギス・ノヽン時代の蒙古においては広く末子相統が訃こなわれ，息子は成長し，結婚すると，家

畜及び帳幕をあたえられて:，順次父のもとから独立し，最後に０こった末子のみは結婚後も父０もと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●　　　　　　　　　-･

にと･ごまり，父０死後，家督を相統した．こ０末子は当時odcigin; ，ｏ（!j'giり即ぢ姉ｐ王’!又ゆ

ejen即ぢ‘家０主”と称された．末子をなぜ鴎の王，家０主とよんだかについては，ウラヂミルツ

才フは席０よ･うに説明している．　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘，．．　　．.∧　．　ｔ丿

　　　末子は父０基本財産をえた．父のユルト〔帳幕〕，もしあれぱその妻とそ０屯営,l遊牧マイル．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　・　　1●●●●　.　・　･-|

　　　をあわせて相統したのである．従っ’ｃ末子は　ejen即ち惶ｏ主≒と斜て尊琴をうけな・し衝尹

　イは家仙ｏ守護者である９で憎の王”odcigin; oりjigiｕともよばれた．ラシッド・,ｸｱ・1ジｙ喘

　　こ０制度について明確に次分ようにめべ七いる．･蒙古０風習は次のようなも０である．味０男

・子は・乙八ンとよばれる．その理由は√彼が家にいて財産・世帯・家許を厄理せねばならぬから

　　　である．”エジェンになる０は末手分，･これが家庭と天幕にと以

　　　　　　　　　　　　（註29)

　　　となる（と）である．　　　　　．　　　／　　　　　　　　　　　　．ノミ　パ　レッ　’△．〉二

　こめ断定にはい/ささか疑問がもたれる．虚心にながめる’ど，“家０主”とぱ家長をさす言葉であ.り√

　・〃　l　　　●　Iミ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ　．　●　　　　　　　　　　　　●　　　●“　・　　　１末子がいかに“家にいて財産・世帯・家計を処理’するからといって;かりにも家長０意味をもっ家

φ●　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　・　　　●　　　　●　　　　　　・　　　　　　　　　・　　゛-●の主なる名称を最初から与えられる理由はない．又“末子は家瞎の守護者である０で謔０王とよぼれ

だとあるが，現実的な悠の傍でもっとも多く０時間をついやす０は主婦０はすであり，もレこ０謔

　　.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14）
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､を家を意味するもｏと解すれぼ，謔の王は末子でも主婦でもなく，家長たる父でなければならす，謔

の王ｏ名を最初から末子に与える（zﾆ）は奇妙である○｡‘　　”　　　　　　　　・　　。

　この家ｏ主乃至は謔ｏ王なる語がいっ頃生まれたかはわからないが，ます家ｏ主とは，最初はその

言葉ｏしめすように家長に与えられたもｏであろう。もしそれが父権制時代に発生したもｏならぼ。

父に与えられたであろうし，母権制時代に生れたも０ならば母に与えられ，ついで父権制時代に入っ

て父０も０になったであろう。謔ｐ王なる語はこ０語が，儒が家をあらわすようにたる以前に生れた

場合及び肺が家をあらわすようになった後に現実的な詰を守るも（Zﾆ）０意味をもっものとして生れた場

合とには，主婦に与えられたも０と考えられる。そし七前者の場合には，謔が家を意味するようにな

ると，家長たる父に与えられるようになり，後者０場合も間もなく，この名称は家長たる父をさすも　ヽ

０となったにちがいない。即ちらすれ０場合にしろ，錯０王なる語は主婦たる母から家長たる父をさ

ｉ　　・　　　　　　。　　　　　　　。　　　　　　　　　　　　１ Ｑ　●　　●　　　　　　　　　　　－　－●
す語に転じたも０と考えられる。さらに，謔が家を意味するようになった後に，こ０意味における墟

０ﾖ三という語が生れたとすれぽ／それは男女を問わす，とにかく家長をさしていたと考えざるをえな，

’いが，たとえ最初それが母権制時代に現われ，母にあたえられたとしても,一父権制時代の到来ととも

に，それは父０手に移ったものと考えられる。要するにこれら０語は生れたときには母をさ･すもので，

あったか，父をさすものであったかは不明であるが，とにかく･父家長をさす名称だった時期０あった

ことは確実である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘べ　　　　一　‘

　ウラヂミルツォフ０研究によるとレ12世紀頃の蒙古民族は森林にすむ狩猟民と，ステッブにすむ遊

牧民とにわかれていたが，半猟半牧０民もあり，狩猟民が遊牧民に変化する傾向があって，遊牧民･と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，（註30）
いっても，モ０経済面では狩猟が相当重要性をもっていたという。換言すれぼ当時０蒙古民族は若い

遊牧民だったのである。このような生活であれぼ，男子の生活は主として屋外でおくられたはずであ

る。すでに悠０王なる語の悠とは家０意味に転化じているとはいえ，蒙古人は家庭にあってはいつも

目０前に悠を見ている。そ０ため表徴的な意味めも心と現実的な意味０ものと０間に混乱が生じ，娘

の王なる語は父からはなれ戈:行っ六=も分と想像されろ。そしてと０名は，男性で，しかも悠にもう,ど

も関係のふかいも０に移って行ったにちがいない。こ０資格をみたすものは末子であった。末子は一

般に最もあまやかされ，家にいる期間がもっとも長く，当然家長０妻たる母:と共に悠０周辺叱いる時

間がもっとも長い。しかも当時は末子相続制がとられ，彼こそは将来の父０財産０相続者，家督相続

者，そして将来０ ’‘悠０王”である。こ０ようにして悠０王なる語は不在がちな現在０家長六=る父Ｏ

手から,。次代の家長予定者たる末子０手にうっった０であろう。もちろん末子に与えられた悠口王な

る名称は，最初ぱ‘悠の王たるべき予定者”０意味をふくんでいた０であろうが，いっ｡し柘，　り予定

者”０意味は失われ，形式化し，単なる称号としで０“悠０王”０語･が０こったものと見るべきであ

ろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

　でぱ家０主”なる語はどうして末子にあたえられたか。恐らく父権制時代にはいって０ち，家長

たる父をさす語となづてい六;この語は，同じ意味を有するもＱとなってい｡た?悠の王”皐る語と｡起源

を異にするに拘わらす，まったく,同様煕あっかわれるようになり，その結果，悠０王なる語が末子り

名称に転化すると同時に，これ又末子のも０に転じたと考えられる。ラシZI｛が。木子が‘j家の主¨｡｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15）



高知大学学術研究報告第１巻第17号

とよばれる理由は，彼が家にいて，財産・世帯・家計を処理せねぼならな,いからである，とのべてい

るのは，そ０当時０状態をもとにして０説明的解釈であって，正しい解釈ではないようである。又ウ

ラヂミルツォフが，末子は家錯の守護者である０で‘゛鵠０王”とよぼれた，とのべているのも，ラシ

ッド０それと同様，あまりにも説明的解釈にすぎるようである。

　こo odcjgjn: odjigiia即ち墟０王，及びejen即ち家の主という言葉は，普通名詞としては元代

以後文献に見えなくなる。ofJcigin; odjiginはチンギス・ノｘン時代には人名の前後にっけて固有名

詞ｏようにっかわれ，さら｡に真ｏ人名を唇し，そｏ人を単にodcigin; odjigmとよぶことさえあっ

た。たとえぱチンギス・べ／ｏ末弟テムダがそれで，彼はテムダ・わチギンとよばれ，さらに単に

オッチギンとよぽれた。しかし,こ０用法も明代にはすでに姿をI消している。ejenも大体odcigin;

odjiginと同様ｏ経過をたどりｊ普通名詞としては元代以後文献にあらわれなくなる。もっとも明代

以後，末子相統制が文献ｏ上にまったくあらわれな･いにヵ八わらす，現在においてしヽルハ右翼旗ｏ

平民階級の間にかこなわれている事実から見て，末子を意味するodcigin; odjigin; ejen なる語が

実際には一部０蒙古人０間に存在していた０かも知れないが，とにlかく文献０上には仝くでてこな

い。そして現在ノヽルハ右翼旗０,平民ｐ間には末子相統制が存在しているにかＸわらず，末子をさすも

ｏとしてo odcigin; odjigiu あるいはejenなる語は存在していない。

　では何故末子をさすodcjgiu; odjigin もしくはejenなる語が消失したｏであろうか。貴族階級

とある。即ち末子相統制は元代にすでに滅んだといっている。この説は大休妥当な見解であろうが，

とｏ末子相統制ｏ終焉とともに,末子を意味するodcigin; odjigin; ejenなる語は意義を消失して，

滅んだもｏであろう。では平民階級にお々ヽてはどうか。こｏ問題はまだ私には解決できない。それに

はもっとびろく現在ｏ蒙古民族ｏ家族制度を調をする必要があるからである。

5，む す ぴ

　以上０べたところを要唇すると，次のようになる。

　蒙古民族０間に鳶いては，他０民族と同様，ます火を神聖視したが，さらにこの習俗は発展じて，

火に悪霊・邪気・毒などをはらう力があるとする考えが鳶こり，転じ七幸顛を願う意味にももちいら

れた。チンギス・ノヽン時代は丁度こ０時期のなかにはいる。しかしグマ教の普及によって，これらＯ

習俗は滅んだが，火を神聖視する考えだけは現在まで０こっている。これには蒙古大のもちいる燃料

が，大持０わるい獣糞であったことが大きく作用している。

　一方，火は炊事に用いられたため，当然家０中心的存在となり，それは謔にお々ヽて燃やされたた

め，鵠と結合して，もしくは火・詰それぞれ単独に，家をあらわすようになり，火はたｙに家０みな

らす，一族・部族をも意味したことがあった。現在ハルーヽ右翼旗には，分家０際，火を分ける習俗が

あるが，このような習俗はチｙギス・ハｙ時代にもあったと思われる。こ０場合の墟は表徴的な意味

　　　　　　　　　　　　　　　●｡　　　　( 16 )　　　　　　　　　　　　　　　　　，
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におけ･る家から分離しえぬもの，即ぢ家長たぷ父の使七）ていだ’墟および帳幕，その帳幕内にある

家財道具，家長０夫人たち，家長六=る父Ｃ使っていた仏壇（たｙ･しラマ教Ｃ普及以前には，’と｡れは存

在しな｡い）などを意味し，火は，家連類を主とし，これによって交換入手しう,る新しＶ･帳幕や家財道

具を意味した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご

　チこ／ギス・ノ　ッ時代にば，瞎の王なる語が末子をさすものとして用いられている。最初この語は主

婦又は家長を意味したが，ついで家父長の゛みをあ６わすようになった。しかし孤の王なる語が行われ

た０は，蒙古民族が若い道妙民であった時代で，豹凱が家庭経浹維持むために絶対必要だった０で，一

家父長は家を寵守にするこ｡とが多く，瞎０王なる語は家櫃粁続予定者にあたえられるよ･うになった。

当時は末子粒続制がとられていたので，この語は当然末子０も０となったのである。末子を鵠の王と

よんだ例はチッキλ・ｚ　ツ時代に多いか，間もなく蒙古貴族が長子相続制に転するにおよんで,。この

語は貴族の間では滅んでし拿った。　　　　　　　　　　，。　　　　・　。
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　.The Sacred idea of fire of the Mongolian race as weJl ａにothers was developed into
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‘
(lie '‘hear111

‘itself, ！tent,　houseliolfl

Ijroperty, Buddhist altar ゛'hich were ｕｓｅｄりｔｈｅ ｆ“ｚ!1゛゛.“5 lｕａｄ ｏｆ　ｔｈｅｆａｍｉりａｉｘｄ also
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Ihem. In tlw d町S of Chinggis Khan the phrase ｏ£ｏｄｄｐ-ｉｎＯｒ゛砂爆加J “３; King of the

hear! Iも゛ｌ｀s　used to the yonugesi child.　But
originally　i( °ｌｅ３�tlie liouse wife, the

patriarch,-and. lastly. Uieいyｏｕ!lgest only.

　ヽhj･tihoseヽ･ヽdays･. the . MoHgoliaus　were inう剛.ｅ叫:ly - Slate of
■
nomadism .so .1hat hunting

゛゛ａsうabsolulely necesstiry for' theiiべdomestic eoonomyごTherefore the　pat ri�eh-M'as often

away from his home　and the゛ title -‘of■(he king of　the hearth ｗ“s given 1oけle lieir

presui!mplive,　M'hich　came to mean 仙ｅ youngest　child,　゛S　postremoijgenilure
. was　thezi

prev“jling.　Ho＼vever this pliarse ceased to exisぢs primogeniture became,, popularr amoji g

the nobles.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(.Received oetoberヽ･16,..1952)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　.(･■18-)
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